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1月27日、邑楽町公民館で
邑楽町初となる第1回伝統芸能フェ

スティバルが開催されました。この日出演
したのは、町内で活動する伝統文化を守り続け
てきた13団体。どの団体も伝統文化の保存や伝
承などの活動を長年続けています。開会のあいさ
つで町文化協会長の渡邊幾雄さん（坪谷・22区）は
「伝統芸能フェスティバルの開催は誠に素晴らし
いこと。今後も2回、3回、10回と続けてほしい。そ
して活動している皆さんはこれを機に伝統芸
能の極を目指してく
ださい」と話して

  いました。

邑楽町伝統芸能フェスティバル

邑楽町、初。伝統芸能フェス

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を
「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。Ｇ47-5007
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　    き嫌いなく食べて、毎日が健康！
中島きくさん100歳慶祝

鬼は外！！・・・でも、お別れは寂しいの
中央保育園「節分の豆まき」

2月2日、町内幼稚園・保育園で節分の豆まきが行われました。園
内に鬼が現れると「鬼は～外」の声を掛けながら豆を投げる子ど
もたち。鬼の迫力に驚きながらも、一生懸命豆まきをしました。
終わるころには鬼と仲良くなって、別れるのが寂しそうでした。

2月20日、中島きくさん（前原・4区）の100歳慶祝が行われ、金子正
一町長から慶祝状と花束が贈られました。新聞を読むことが日課
だという、きくさんは「気持ちを楽に、自分でできることは自分で
するように心がけることが長生きの秘訣」と教えてくれました。

それぞれの立場で考え、取り組みに変えていく
いじめ防止子ども会議

2月1日、「SNSによるいじめやトラブルの未然防止」というテー
マで邑楽町いじめ防止子ども会議が行われました。町内小中学
校から集まった12人の子どもたちと、教師やPTA本部役員など
がそれぞれの立場でできることを考え、話し合いました。

銀世界にウキウキ、ワクワク

1月22～23日にかけて関東平野部は大雪に見舞われました。今回の大
雪では、邑楽町でも4年振りに20cmを越える雪が積もりました。雪が
降り積もった朝、町内の小学校や幼稚園、保育園の子どもたちは、雪に
大喜び。校庭や園庭には子どもたちが雪だるまを作ったり、そり滑りを
したり、雪合戦をしたりと銀世界を楽しむ姿が見られました。

邑楽町で約20cmの積雪

2月6日、邑楽町公民館で食の交流会が行われました。伝承料理
を継承・復活させ、若い世代に普及させることが目的で毎年開催
されています。会場にはグループの会員が持ち寄った料理69品
が並び、レシピについて楽しそうに会話をしていました。

おいしい料理の前だと交流が深まる
町生活研究グループ「食の交流会」

好


